
試
験
焼
却
と
本
焼
却

宮
古
広
域
行
政
組
合
は

同
市
小
山
田
に
あ
る
ご
み

焼
却
施
設
で
昨
年
二
月
五

日
か
ら
四
日
間
、
放
射
能
汚

染
牧
草
十
一
・
六
一
㌧
を
一

般
ゴ
ミ
と
混
ぜ
て
試
験
焼

却
し
デ
ー
タ
を
公
表
し
ま

し
た
。
こ
の
四
日
間
の
試
験

焼
却
の
投
入
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
の
総
量
は
約
一
四
一

三
万
ベ
ク
レ
ル
と
計
算
出
来

ま
す
。
ま
た
七
月
か
ら
始
ま

っ
た
本
格
焼
却
で
は
一
月

十
七
日
ま
で
で
約
三
〇
六

㌧
の
牧
草
や
ホ
ダ
木
が
燃

や
さ
れ
、
そ
の
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
総
量
は
一
億
七
三
〇

〇
万
ベ
ク
レ
ル
に
な
り
ま
す
。

h
t
t
p
:
//
w
w
w.
c
i
ty
.
m
iy
a
k

o
.
i
w
a
te
.
j
p

最
新
鋭
の
焼
却
施
設

上
の
図
面
や
写
真
は
、
住

民
説
明
会
資
料
か
ら
の
も

の
で
す
。
農
家
な
ど
に
保
管

さ
れ
て
い
る
放
射
性
物
質

が
付
着
・
吸
収
さ
れ
た
牧
草

が
運
び
出
さ
れ
、
清
掃
セ
ン

タ
ー
の
ご
み
ピ
ッ
ト
か
ら

焼
却
炉
に
投
入
さ
れ
ま
す
。

宮
古
市
の
焼
却
炉
は
最
新

鋭
二
基
で
一
日
に
一
八
六

㌧
の
ゴ
ミ
を
焼
却
す
る
能

力
が
あ
り
ま
す
。
炉
内
の
温

度
は
八
〇
〇
度
～
八
五
〇

度
の
高
温
で
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
な
ど
も
全
て
分
解
さ
せ
、

そ
の
燃
焼
ガ
ス
を
ス
プ
レ

ー
水
で
急
速
冷
却
し
、
バ
グ

フ
ィ
ル
タ
ー
に
送
り
有
害

物
質
を
除
去
す
る
方
式
で

す
。
焼
却
報
告
書
に
は
、「
こ

の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
ほ

と
ん
ど
フ
ィ
ル
タ
ー
で
捕

捉
さ
れ
排
ガ
ス
は
『
二
ベ
ク

レ
ル
／

立
方
㍍
』
の
検
出
限

界
値
以
下
で
あ
っ
た
」
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

排
出
ガ
ス
濃
度
検
査
だ
け

で
判
断
で
き
る
の
か
？

岩
見
億
丈
氏
ら
の
見
解

岩
見
億
丈
氏
は
、
社
会
医

学
（
疫
学
）
の
専
門
家
で
す

が
公
表
デ
ー
タ
を
分
析
点

検
し
二
つ
の
論
文
を
発
表

し
ま
し
た
。

＊
当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

h
t
tp
:/
/h
om
ep
ag
e3
.n
if
ty

.
c
om
/g
at
ay
an
n

一
つ
の
論
文
は
「
昨
年
の

二
月
の
四
日
間
の
試
験
焼

却
に
つ
い
て
で
す
が
「
焼
却

さ
れ
た
牧
草
に
含
ま
れ
た

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
八

《天恵の海》
２０１４（平成２６）年

   １月２８日
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放射能汚染牧草の搬出

排気ガス中の放射性セシウム

の微粒子２割弱が放出
岩手県

宮古清掃センターの場合

主灰 煤じん

煙突

東
京
電
力
福
島
原
発
事
故
で
撒
き
散
ら
さ
れ
た
放
射
性
物

質
で
汚
染
さ
れ
た
牧
草
や
ホ
ダ
木
が
宮
古
・
下
閉
伊
広
域
圏
内

で
は
約
二
六
〇
〇
㌧
が
行
き
場
な
く
貯
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
環

境
省
は
「
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
で
ほ
ぼ
百
％
捕
捉
回
収
で
き
る
」

と
し
て
一
般
ご
み
焼
却
炉
で
の
処
分
を
指
導
し
て
い
ま
す
が
、

公
表
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
を
科
学
的
に
読
み
解
く
と
、
捕
捉
出

来
な
い
放
射
性
の
超
微
小
粒
子
が
排
気
に
含
ま
れ
、
環
境
に
放

出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
宮
古
市
の
ゴ
ミ
焼
却
施

設
で
行
わ
れ
て
い
る
汚
染
牧
草
な
ど
の
焼
却
に
つ
い
て
、
住
民

の
岩
見
億
丈
氏
、
笹
井
康
則
氏
ら
は
焼
却
処
分
に
よ
る
放
射
性

物
質
の
大
気
放
出
を
解
明
し
論
文
を
発
表
し
ま
し
た
。

回収の放射性

セシウム灰
（燃え残り）



四
％
が
灰
に
残
り
、
十
六
％

は
大
気
に
排
出
し
て
い
る
」

と
推
定
し
ま
し
た
。
ま
た
も

う
ひ
と
つ
の
論
文
で
は
、
昨

年
七
月
か
ら
始
ま
っ
た
本

焼
却
に
つ
い
て
一
〇
月
ま

で
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
「
一

九
％
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

は
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通

り
抜
け
排
ガ
ス
と
と
も
に

大
気
中
に
放
出
さ
れ
た
」
と

推
定
し
ま
し
た
。

岩
見
氏
は
「
バ
グ
フ
ィ
ル

タ
で
九
九
％
除
去
す
る
の

で
あ
れ
ば
灰
に
九
九
％
の

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
残
る

は
ず
で
あ
る
。
排
ガ
ス
中
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
の
測
定
法

に
欠
陥
が
あ
る
」
と
指
摘
し

て
い
ま
す
。

公
表
さ
れ
て
い
る
残
留

灰
の
数
値
は
一
般
ゴ
ミ
と

混
合
し
て
焼
却
さ
れ
た
も

の
の
数
字
で
す
。
岩
見
氏
は

一
般
ゴ
ミ
の
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
の
標
準
的
数
値
に
よ

り
、
焼
却
日
ご
と
の
測
定
サ

ン
プ
ル
の
混
入
状
況
を
統

計
的
に
割
り
出
し
、
汚
染
牧

草
分
に
見
合
う
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
の
回
収
分
量
を
推

定
し
ま
し
た
。

〇
・
一
ミ
ク
ロ
ン
以
下
の

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
も
あ
る

岩
見
氏
は
さ
ら
に
、
一
九

七
〇
年
代
以
降
急
速
に
進

歩
を
遂
げ
た
大
気
中
に
存

在
す
る
粒
子
状
物
質
に
つ

い
て
の
研
究
の
進
展
を
述

べ
「
大
気
中
の
微
粒
子
は
十

ミ
ク
ロ
ン
く
ら
い
の
群
、

〇
・
一
～
一
ミ
ク
ロ
ン
く
ら

い
の
群
、
そ
し
て
〇
・
〇
一

～
〇
・
一
ミ
ク
ロ
ン
く
ら
い

の
群
に
大
別
さ
れ
る
。
〇
・

一
ミ
ク
ロ
ン
以
下
の
群
の

割
合
（
体
積
に
よ
る
）
は
約

一
九
％
く
ら
い
と
言
わ
れ
、

宮
古
で
の
捕
捉
出
来
な
か

っ
た
推
計
値
と
も
概
ね
一

致
す
る
。
な
ぜ
今
回
の
焼
却

の
場
合
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

の
超
微
小
粒
子
に
つ
い
て

測
定
が
な
さ
れ
て
い
な
い

の
か
、
大
き
な
疑
問
を
感
じ

る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

川
田
議
員
の
質
問

環
境
省
指
定
チ
ー
ム
の

福
島
県
鮫
川
村
焼
却
炉
試

験
で
の
「
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

回
収
率
七
五
％
」
、
岩
手
県

宮
古
市
の
試
験
焼
却
で
の

「
回
収
率
八
一
～
八
四
％
」

の
結
果
に
つ
い
て
見
解
を

示
さ
れ
た
い
。

政
府
答
弁
書

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず

し
も
明
ら
か
で
な
い
の
で

お
答
え
は
困
難
で
あ
る
。

川
田
議
員
の
質
問

焼
却
炉
燃
焼
ガ
ス
の
「
微

粒
子
の
粒
径
分
布
」
と
「
使

用
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
が

〇
・
一
ミ
ク
ロ
ン
ま
で
除
去

で
き
る
」
と
す
る
デ
ー
タ
を

示
さ
れ
た
い
。

政
府
答
弁
書

環
境
省
と
し
て
「
分
布
割

合
」
測
定
・
分
析
は
し
て
い

な
い
。
フ
ィ
ル
タ
ー
能
力
は

公
益
社
団
法
人

「
全
国
都
市
清

掃
会
議
」
の
出
版
物
に
よ
る
。

川
田
議
員
の
質
問

バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
を
抜

け
た
排
ガ
ス
を
ろ
紙
を
通

し
さ
ら
に
水
（
ド
レ
ン
）
を

通
し
て
検
査
し
て
い
る
が

検
出
限
界
値
は
妥
当
か
？

政
府
答
弁
書

現
在
の
測
定
方
法
は
平

成
二
三
年
に
環
境
省
が
策

定
し
た
「
廃
棄
物
関
係
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
に
よ
っ
て
お
り
、

環
境
省
告
示
と
さ
れ
、
適
切

で
あ
る
と
考
え
る
。

川
田
議
員
の
質
問

排
ガ
ス
の
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
が
ど
れ
だ
け
水
に
抽

出
さ
れ
る
の
か
科
学
的
な

資
料
を
示
さ
れ
た
い
。

政
府
答
弁
書

「
抽
出
割
合
」
に
つ
い
て
の

知
見
は
承
知
し
て
い
な
い
。

川
田
議
員
の
質
問

排
ガ
ス
の
「
検
出
限
界

度
」
は
「
薄
め
て
放
出
す
れ

ば
最
初
か
ら
不
検
出
」
と
い

う
ゆ
る
い
基
準
で
あ
る
。
濃

度
規
制
に
加
え
「
厳
し
い
総

量
規
制
」
を
取
り
入
れ
る
べ

き
だ
と
思
う
。

政
府
答
弁
書

現
在
の
規
制
値
で
も
「
年

間
一
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
」

で
あ
る
。

川
田
議
員
の
質
問

世
界
的
に
は
「
年
間
〇
・

一
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
目
標
」
が

提
起
さ
れ
て
い
る
。
自
治
体

な
ど
の
独
自
の
厳
し
い
目

標
を
奨
励
す
べ
き
だ
。

政
府
答
弁
書

現
在
よ
り
厳
し
い
基
準

は
必
要
な
い
。

焼却場新設候補地とされた福島県鮫川村のごみ焼却

場において、環境省指定廃棄物対策チームによる試験

焼却が、２０１３年７月１６～１８日までの３日間行

われ、その報告が環境省ホームページに載っています。

http://shiteihaiki.env.go.jp/pdf

この試験焼却の結論は「排ガス中の放射性セシウム

濃度は、バグフィルター出口においても検出されず管

理目標値である２Ｂｑ／ｍ３以下であった」としていま

す。 しかし報告書２ページ表１『燃焼対象物の投入

処理量と焼却灰の重量及びセシウム濃度の測定結果』

からは「２５％」の環境排出が読み取れます。すなわち

Ａ 焼却対象物 ３日間の汚染牧草・稲わら

総重量１９１０ｋｇ

放射性セシウム総量 ６１万６２００Ｂq

Ｂ 煤じん ５６００Ｂｑ/ｋｇのもの８２ｋｇ

  放射性セシウム総量 ４５万９２００Ｂｑ

Ｃ 燃え殻 ６５０Ｂｑ/ｋｇのもの６ｋｇ

   放射性セシウム総量 ３９００Ｂｑ

従って Ａ－（Ｂ＋Ｃ）＝１５万３１００Ｂｑ

これは Ａすなわち 焼却炉に投入した放射性セシ

ウム総量の２５％にあたり、炉内には存在せずフィル

ターをすり抜けて出て行ったことを示します。 鮫川

村のこの試験は、一般ゴミと混ぜないで、対象汚染物

のみで行われましたので、結論は明瞭です。

放
射
能
汚
染
物
の
焼
却
に
よ
っ
て
新
た
な
環
境
汚
染
が
拡

大
し
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
追
及
し
て
き
た
川
田

龍
平
参
議
院
議
員
は
岩
手
の
会
と
共
同
作
業
で
昨
年
十
二
月

に
質
問
主
意
書
を
提
出
し
政
府
答
弁
書
を
得
ま
し
た
。

第
四
二
回

日
本
有
機
農
業
研
究
大
会

全
国
有
機
農
業
者
と

消
費
者
の
集
い
ｉ
ｎ
岩
手

農
業
の
未
来
を
賢
治
の
地

イ
ー
ハ
ト
ー
ボ
で
語
ろ
う

日
時

二
月
二
三
日
一
〇

 
 

時
半
～
二
四
日
午
後

 
 
 

一
時
終
了
、
後
見
学
会

場
所

ホ
テ
ル
森
の
風

 
 
 
 

 

（
鶯
宿
温
泉
）

◎
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム

◎
分
科
会

一
日
目

有
畜
循
環
型
農

業
の
展
望
他
５
分
科
会

二
日
目

脱
原
発
を
地
域

住
民
運
動
か
ら
考
え
る

な
ど
５
分
科
会

＊
詳
細
は

同
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://yuukinougyou-

iwate.jimdo.com/


